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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
〔横延伸工程〕
　次に、本発明における横延伸工程について詳細に説明する。
　本発明における横延伸工程は、縦延伸後のＰＥＴフィルムを長手方向に直交する幅方向
に横延伸する工程であるが、この横延伸を、縦延伸後のＰＥＴフィルムを延伸可能な温度
に予熱する予熱工程と、予熱された前記ＰＥＴフィルムを前記長手方向と直交する幅方向
に緊張を与えて横延伸する延伸工程と、前記縦延伸及び前記横延伸を行なった後の前記Ｐ
ＥＴフィルムの最高到達膜面温度を１６０℃～２２５℃の範囲に加熱して熱固定する熱固
定工程と、前記熱固定されたＰＥＴフィルムを加熱し、ＰＥＴフィルムの緊張を緩和する
熱緩和工程と、熱緩和後のＰＥＴフィルムを冷却する冷却工程と、を設けて行なう。
　本発明における横延伸工程では、上記構成でＰＥＴフィルムが横延伸される態様であれ
ばその具体的な手段は制限されないが、上記構成をなす各工程の処理が可能な横延伸装置
又は２軸延伸機を用いて行なうことが好ましい。
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